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空
が
青
く
澄
み
渡
り
、
陽
だ
ま
り
の

恋
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

昨
今
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
や
豪
雨
、

猛
暑
等
の
災
害
や
異
常
気
象
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
が
、
当
地
域
で
は
幸
い

な
こ
と
に
そ
れ
ら
の
影
響
も
殆
ど
無
く
、

水
稲
は
良
い
作
柄
の
ま
ま
刈
り
取
り
が

完
了
し
、
り
ん
ご
も
順
調
な
生
育
を

見
せ
て
、
概
ね
例
年
以
上
の
出
来
秋
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
４
月
に
『
人
口
戦
略

会
議
』
と
い
う
団
体
か
ら
『
将
来
、

消
滅
す
る
可
能
性
の
あ
る
自
治
体
』
の

一
覧
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
県

で
は
９
割
近
く
の
市
町
村
が
該
当
、
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
弘
前
市
も

そ
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
実
際
に

町 田 藤 一 郎

理 事 長

人
口
の
推
移
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、

平
成
１
８
年
の
合
併
時
の
約
１
９
万
人

か
ら
減
少
が
続
き
、
現
在
１
６
万
人
を

下
回
っ
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
高
齢
化

も
確
実
に
進
行
し
て
い
る
状
況
で
す
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
め
ば
進
む

程
に
、
地
域
に
根
差
し
た
介
護
施
設
の

役
割
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

利
用
者
様
の
安
心
と
安
全
を
確
保
す
る

為
、
施
設
が
環
境
や
設
備
を
整
え
、

職
員
が
技
術
や
知
識
を
身
に
付
け
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、

心
と
体
の
両
面
を
ケ
ア
し
て
い
く
事
が

肝
要
で
す
。
そ
の
先
に
ご
家
族
様
や

地
域
の
皆
様
の
安
心
が
あ
り
、
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
姿
が
見
え
て
く
る

か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

当
法
人
で
も
事
業
の
運
営
を
通
じ
て

地
域
福
祉
の
推
進
を
果
た
し
、
健
康
で

活
気
の
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
の

一
助
に
な
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



令和６年１１月１日発行　（２）

２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
、
ふ
じ
苑
の
施
設
長

と
し
て
初
出
勤
し
ま
し
た
。

医
師
と
し
て
５
５
年
、
開
業
医
と
し
て
４
０
年
、

８
０
歳
の
区
切
り
と
し
て
新
天
地
で
の
出
発
で
し
た
。

そ
の
年
の
突
発
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
|
１
９
）
は
、
長
い
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
始
ま
り
で
し
た
。

ふ
じ
苑
で
も
感
染
予
防
・
対
策
と
し
て
、
入
所
者

及
び
職
員
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
、

入
所
者
の
外
部
と
の
直
接
接
触
を
禁
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
万
全
を
期
し
て
お
り
ま
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
面
会
方
法
も
導
入
し
ま
し
た
が
、

入
所
者
や
ご
家
族
に
大
変
悲
し
い
思
い
を
さ
せ
た

こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
し
た
。

感
染
対
策
が
功
を
奏
し
て
順
調
に
経
過
し
、
少
し

安
心
し
て
お
り
ま
し
た
、
２
０
２
２
年
１
２
月
の

初
め
に
ふ
じ
苑
で
初
の
感
染
者
が
発
生
し
ま
し
た
。

直
ち
に
全
職
員
が
対
策
に
乗
り
出
し
、
患
者
の
隔
離

を
徹
底
し
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
の
勢
い
は
す
さ
ま

じ
く
、
次
々
と
感
染
者
が
発
生
す
る
状
態
で
し
た
。

施
設
全
体
で
出
来
う
る
限
り
の
努
力
を
継
続
し
た

結
果
、
入
所
者
８
２
名
中
感
染
者
６
５
名

施
設
長
（
管
理
医
師
）

千
葉

博
信

（
７
９
．
３
％
）
、
対
応
し
た
職
員
に
も
少
な
か
ら
ず

感
染
者
が
発
生
す
る
結
果
と
な
り
、
変
異
株
の
強
大

過
ぎ
る
感
染
力
に
、
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
最
中
で
も
現
状
に
め
げ
ず
に
感
染
防
止

と
治
療
に
全
力
を
尽
く
し
た
こ
と
で
、
感
染
者
は
同
年

１
２
月
末
ま
で
に
全
快
し
、
以
降
の
新
規
感
染
は
出
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
ん
と
‼
１
ヶ
月
で

感
染
を
食
い
止
め
た
、
快
挙
で
し
た
。

そ
の
後
は
特
に
問
題
な
く
経
過
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
４
年
３
月
に
散
発
的
に
６
名
の
感
染
者
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
患
者
さ
ん
達
が
大
事
に
至
ら
ず
、

同
月
中
に
治
癒
に
至
っ
た
の
で
し
た
。
直
近
で
は
９
月

１
４
日
に
新
た
に
１
名
の
感
染
者
が
発
生
し
ま
し
た
が
、

同
様
に
無
事
治
癒
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
全
国
的
に

減
少
し
て
お
り
、
青
森
県
で
も
夏
頃
に
増
加
し
て
以
降
、

毎
週
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
感
染
の
ピ
ー
ク
が

過
ぎ
て
、
つ
い
に
終
焉
に
向
か
う
の
で
は
な
い
か
と

予
想
し
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
考
え
は

楽
観
的
で
あ
り
、
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
改
め
て
、
心
を
引
き
締
め
て
こ
の
感
染
症
に

対
処
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
皆
様
方
の
ご
協
力
、
改
め
て

お
願
い
致
し
ま
す
。



（３）　令和６年１１月１日発行

６月より作業療法士としてお世話になっております。

作業療法士としては１０年目ですが、ふじ苑では新人の

為、日々学ぶことが多く職員の皆さんや入所者様、通所

者様に助けていただいております。

今までは山形県の病院や青森県内の病院、施設で

働いてきたことがあり、施設や地域によって患者様や

利用者様の生活が全く違い、価値観も様々あるという

ことを学んできました。リハビリでも疾患の理解だけで

なく、相手の方がどのように生活してきたか、これから

どんな人生を歩んでいくかをいかに尊重していけるかが

重要と思い仕事をさせていただいております。

ふじ苑でも、皆さんが大切にしていることを尊重しな

がら入所者様や通所者様が充実した生活を送っていた

だけるようにサポートさせていただけたら幸いです。

これからよろしくお願いいたします。

９月から管理栄養士として勤務している山内優杏

です。以前も他の介護老人保健施設で管理栄養士と

して働いていました。

初めて出勤したときは緊張と不安でいっぱいで

した。まだ勤務したばかりで覚えることが多く大変

ですが、職員の皆さんに教えていただきながら、

業務をこなしています。

利用者様にとって、食事は楽しみの一つであると

私は感じています。利用者様に喜んでいただける

食事の提供、そして利用者様一人ひとりに合った

食事の提供を行い、利用者様が元気で楽しく過ご

せるように支援していきたいと思います。

管理栄養士 山内 優杏

作業療法士 大瀬 渚



令和６年１１月１日発行　（４）

看護専攻の大学卒業後、病院勤務を１１年

経て介護施設で働いてみたいと思い、ふじ苑で

２年半程お世話になっています。

この度、新しく看護師長に任命していただく

こととなりました。

不安も少しありますが、周りのスタッフに

支えていただき入所者様の健康と生活を安心・

安全に過ごせるように努めていきたいと思って

おります。

新型コロナウイルスにより面会も制限があり、

元気で過ごしているかご家族も心配されている

と思います。入所者様、御家族様がふじ苑なら

安心だと思っていただけるよう、これからも

目指し努めていきます。

今年の１月から薬剤師としてお世話になっております。

入所者様の定期薬、臨時薬を作っており、日付を入れて

一包化調剤を行っています。日付は与薬忘れの防止等、

医薬品安全管理体制に関して大いに役立っています。

医薬品の管理は内服薬は約１７５品目、注射薬と外用

薬は約７８品目取扱っており、適正な温度管理されて

いる場所で行っています。向精神薬は鍵のかかる場所で

保管し、台帳で確認を行っています。

昨今の鎮咳剤、去痰剤、抗生剤等の薬剤供給不足で

調剤業務がスムーズにいかないこともあります。出荷

調整品で納品が遅れるということがあり、早く安定供給

を望んでおります。

入所者様の服用薬に関して安心・安全に繋がるよう

努めて参ります。宜しくお願い致します。

薬剤師 三上 久美子

看護師長 前田 崇城
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☆
ふ
じ
苑
☆

～
活
動
写
真
館
～



令和６年１１月１日発行　（６）

この度６月に入職し、一カ月半という短期間で

介護長に就任しました。介護の仕事に携わって

１２年目になりますが、毎日が新しい学びの連続

であり、常に成長し続けることの大切さを実感

しております。

私が目指すのは、利用者様が笑顔で喜んで通い

たいと思える、温かい環境を提供する事です。

その為に、利用者様やご家族様との信頼関係を

大切にし、職員同士の信頼も深めながら、日々の

ケアに取り組んでいます。人との出会いや繋がり

を大切にしながら、皆さまにとって安心出来る

場所をつくっていきたいと考えております。

これからも、皆様からのご支援とご指導を頂き

ながら、より良いサービスを提供してまいります

ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

ひまわり介護長 斎藤 大路
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介護福祉士 山口 麻有子

昨年の７月より勤務しております、山口麻有子です。

さくらの里に勤務してから今までを振り返ってみると、

あっという間に一年以上が経過したように感じます。

定員９名という少人数ではありますが、入居者様

一人ひとりの個性があり、それぞれの生活歴があり

ます。趣味や得意なこと、どのようなお話をすると

会話が弾み、笑顔になるか。一人ひとりの気持ちに

寄り添い、皆さんが安心して穏やかに共同生活を

送ることができるよう、また、離れて暮らす

ご家族の方々へ入居者様の日々の状態や過ごし方

などをご報告し、安心して頂けるよう、支援をして

いきたいと思います。

～咲き誇る日々！！さくらで満たされる生活～



令和６年１１月１日発行　（８）

「歩こう。歩こう。私は元気。歩くの大好き。どんどん行こう！。」

おなじみの「さんぽ」という曲。理想ですね。自論ではありますが、

生きていく上で大切なものは「食事と運動と笑い」だと思っています。

筋肉を作る高タンパクな食事、程よい運動の他、おしゃべりや気分転換

も必要ではないでしょうか。

人生百年といわれる時代、活動的に過ごされている方はとても魅力的

です。「何も楽しみはない。歳になって、頭も身体も動かない。」と

いう方が沢山いらっしゃいますが、今日から一歩を踏み出してみては

いかがでしょう。

ケアマネジャーって何する人？分かりにくい

のですが、暮らしを一緒に考えるサポーターで

あり、必要なツール（物や人）を調整する役目

です。「どうしたらいいかわからない」時には、

ご相談ください。今日の一歩を「どんどん」前

に進めていけるよう、お手伝いさせていただけ

たら幸いです。

管理者 鈴木 文子
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